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重要取組シート 

取組項目 南河内地域 4市（松原市・羽曳野市・富田林市・大阪狭山市）と連携した取組の推進 

現状・課題 

「美原区の立地を活かして、南河内地域における中心的役割を担い継続して発展することが

できるよう、めざすべき美原区の将来像を設定すること」が示されている。 

令和 4 年度から「みはら区民まつり」において、「南河内交流フェス（南河内地域 4 市・堺

市・美原区のブースで構成する各市域の特産品物販等を行う特別企画コーナー）」を開催し、

これを契機に 4 市は、本市及び南河内の各市と広域的な連携の継続を確認している。 

また、観光部が中心となり SMI 美原ラインの実証実験の期間に合わせて、デジタルスタンプラ

リーの実施や美原区役所前バスロータリーに南河内地域 4 市の観光情報を掲載した観光案内

板を掲示し、周遊促進を目的とした取組を行っている。 

さらに、令和 6 年度には、松原市観光協会主催の「松原市市政 70 周年誕生イベント」への

ブース出展や阪南大学主催の大阪・関西万博を見据えたシンポジウムやワークショップ等に参加

している。 

今後も関係部局と連携し、広域的な地域魅力の向上や地域課題の解決を図ることを目的

に、南河内エリア全体への誘客及び周遊を促進するための取組を継続して検討・実施する。 

取 組 の 

内  容 

みはら区民まつりでは、これまでの実績を活かして、南河内地域 4 市との連携・交流を更に深

める取組を実践し、互いの持続的な発展をめざす。 

昨年度スタートした松原市・阪南大学を中心とした南河内地域等の自治体との広域連携に

ついて、大阪・関西万博の時期に合わせ、新たな事業・取組を周辺自治体と共に検討する。 

それぞれ、観光部と連携し、南河内地域 4 市をはじめとした近隣自治体との情報共有を行

い、広域的な地域魅力の創出など、交流・連携の強化に向けて検討する。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
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前期 

（～9 月） 

□ みはら区民まつりの事業計画を策定（5 月） 

□ 南河内地域 4 市への区民まつり協力依頼（5 月） 

□ 南河内地域 4 市との情報共有（観光部・区役所）（～9 月） 

□ 南河内地域等の広域連携事業の検討（観光部・区役所）（～9 月） 

後期 

（～3 月） 

□ みはら区民まつり「南河内交流イベント」の開催（11 月） 

□ みはら区民まつり「南河内交流イベント」の事業効果の検証（12 月） 

□ 南河内地域 4 市との情報共有（観光部・区役所）（～3 月）  

□ 南河内地域等の広域連携事業の実施（観光部・区役所）（～3 月） 

次年度 

以降 

□ 令和 7 年度の取組を踏まえ、交流の強化と事業を継続的に実施 

美原区役所 企画総務課 
自治推進課 
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進
捗
の
状
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前期 

（～9 月） 

□ みはら区民まつりの事業計画を策定（5 月） 

□ 南河内地域 4 市への区民まつり協力依頼（5 月） 

□ まつばランタンフェスティバルに参加（松原市イベント）（6 月） 

□ 南大阪観光リーフレットの作成（松原市観光協会主導）（6 月） 

□ 南河内地域 4 市との情報共有（観光部・区役所）（～9 月） 

□ 南河内地域等の広域連携事業（南河内デジタルスタンプラリー）の検討（観光部・区役

所）（～9 月） 

後期 

（～3 月） 

□ みはら区民まつり「南河内交流イベント」の開催（11 月） 

□ みはら区民まつり「南河内交流イベント」の事業効果の検証（12 月） 

□ 南河内地域 4 市との情報共有（観光部・区役所）（～3 月）  

□ 南大阪観光リーフレットの作成（松原市観光協会主導）（10 月） 

□ 南河内地域等の広域連携事業（南河内デジタルスタンプラリー）の実施（観光部・区役

所）（11 月・12 月） 

□ 第 2 回南大阪地域の活性化に向けたシンポジウムに参加（2 月） 
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